
δ―イ メ毛リー効果t廂するCSこ ダイオード
｀

際行メュ,電ダzぞ
や キカ地
t村 ム

禄工,極 lt t右するメ宅ケ現象が叡夕く備疑多きれ、新 tぃタゴ膨ち

も
illili:[::lili千

亀Ъ影∬イ『!tfrf,T{)1の外
ド手は、メこリー現ネt響限す3ム かSt
らにCaなヤLれすつごしにより、メ411-″

呆t方十Ъさじt4れナし,。 秋tは、物んなのた験t歩難しz、 メtリル呆っ検諸
屯イ3な ぃ、メトメこ り

´
功く熊 |`お する

~ズ

ンヒ
゜́
ガ ンス寿イ亡、極 1性 の雌ねヽ口

//11、

り乙

わらにt尻蒻認しz、 妥央ぁら誇ょ tィ多た9■ Jk」タケう。
生)ダ
｀
イオードの力牛およびメこリーえ髪

番昇ξ亀
`し
て平 ジに夕ヽ
｀

ょ聯誉[》毎1ケ
ダイオードt`獨威し`た。 2万■Zれ場41(風
が示すように 伍燿1ご 亀仏(CaQオ 1及

“

ゅ
で oFFウ ON` 費電花 (00`才 3ぷ

『
の で
・
ON→θFFが4夕 のあ1主であ 5。 (Ь ,中,|な然L att

串可名し、い針 tな触さく、静Jλ卸 向ヽぬ卜■繰2旅触 0と 宅満茨しなダイオードで・は
口|(つ のように、 ニヒはこに伍① ζσN'OFF′ Go● oF「,ONがネメこにわ/rTす るこものも
見ムさ卜た。

のイ ダ ンス
｀｀
ヽ 、、

2R(κ②

Eコ 2“りせたモ1た場1上       Cbjイ ンし・―ダンξぞ剖生
。坊弓ム0に よるC“―cttsこ ―たで補威`す3ダ イオード,
な工電た力1た (図 2 Cal)の みス|=お け6イ ンピ ノ́ンス
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